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認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
明
る
く
支
え
る

あなたらしく生きる「人生の年輪」
相談・問い合わせ先　健康長寿課地域包括支援係　☎�２３７７

　

認
知
症
の
基
礎
や
認
知
症
の
人

や
家
族
の
気
持
ち
に
つ
い
て
１
年

間
紹
介
し
ま
し
た
。
市
で
は
こ
れ

か
ら
も
認
知
症
に
対
す
る
支
援
策

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
４
月
ま
で
に
実
施
予

定
の
取
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

　

認
知
症
が
疑
わ
れ
る
40
歳
以
上

の
在
宅
生
活
を
送
る
人
で
、
医
療

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
な
い
人
ま
た
は
中
断
し
て

い
る
人
に
対
し
、
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
自
宅
に
訪
問
し
、
受
診
や
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
な
が
る
よ
う

に
支
援
し
ま
す
。

②
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

　

医
療
機
関
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
及

び
地
域
の
支
援
機
関
の
連
携
を
図

る
た
め
の
支
援
や
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
相
談
業

務
を
行
い
ま
す
。

③
認
知
症
カ
フ
ェ

　

認
知
症
の
人
や
家
族
が
地
域
の

人
や
専
門
家
と
情
報
を
共
有
し
、

お
互
い
を
理
解
し
あ
え
る
場
所
を

提
供
し
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
た

ら
い
い
か
、
ど
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
か
疑
問
に
お
答
え
す

る
案
内
冊
子「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」

は
、
市
役
所
・
介
護
施
設
・
医
療

機
関
な
ど
に
あ
り
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
可
）

　

認
知
症
に
関
す
る
相
談
は
次
の

機
関
ま
で
。

◎
大
口
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
大
口
庁
舎
）　

☎
㉓
２
３
７
７

◎
菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
菱
刈
庁
舎
）　

☎
㉖
１
３
０
７

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と　
　

　

☎
㉒
０
０
０
２

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
す
ず
ら
ん　
　

　

☎
㉓
０
１
５
５

◎
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
レ
イ
ン
ボ
ー　

　

☎
㉖
２
２
５
８

知っていますか「マイナンバー制度」
問い合わせ先　総務課行政係　☎�１３１１

内閣官房 社会保障改革担当室

内閣府 大臣官房 番号制度担当室

平成26年１０月版

愛称：マイナちゃん

内閣官房 社会保障改革担当室

内閣府 大臣官房 番号制度担当室

平成26年１０月版

愛称：マイナちゃん 

顔
写
真
付
き
で
身
分
証
明
書
に
も
な
る

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号

カ
ー
ド
）
交
付
の
流
れ

制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先　

☎
０
１
２
０
・
９
５
・
０
１
７
８

※
平
日
９
時
30
分
～
22
時
・
土
日
祝
９
時
30
分
～
17
時
30
分

高
齢
者
元
気
度

ア
ッ
プ
・
ポ
イ
ン
ト
事
業

３
月
の
対
象
活
動

○
健
康
相
談

２３

　

手
続
き
最
後
は
①
本
人
確
認
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
暗
証
番
号
を
設
定
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付

※
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
い
て

　

く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る
た
め
に

　

必
要
な
も
の
①
交
付
通
知
書
②
通
知
カ
ー
ド
③
交
付

通
知
書
に
記
載
し
て
あ
る
必
要
書
類

受
け
取
る
場
所

【
大
口
地
区
の
人
】
市
民
課
（
大
口
庁
舎
）

【
菱
刈
地
区
の
人
】
地
域
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

※
手
続
き
に
は
10
分
～
15
分
か
か
り
ま
す
（
待
ち
時
間

　

別
）。
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
し
た
人
に
は

順
次
、
市
か
ら
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

生年月日

123456
1111
予想されやすいもの

かんたんな数字の並び

POST１
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１
１
０
番
だ
よ
り

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
警
察
署　

☎
�
０
１
１
０

戦
後
70
年
「
縁
と
絆
」
記
憶
の
風
景
と
未
来
を
た
ど
る

問
い
合
わ
せ
先　

伊
佐
Ｐ
Ｒ
課
交
流
Ｐ
Ｒ
第
１
係　

☎
㉙
４
１
１
３

　

西
之
表
市
と
共
同
で
作
成
し
て
い
た

「
学
童
疎
開
記
念
誌
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
記
念
誌
完
成
に
至
る
ま
で
当
時
を

知
る
人
に
話
を
う
か
が
い
、
両
市
を
つ

な
い
だ
縁
や
平
和
の
尊
さ
を
後
世
に
つ

な
げ
る
た
め
に
、
次
代
を
担
う
高
校
生

ら
に
も
動
画
撮
影
や
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

作
り
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

▽
種
子
島
高
校
放
送
部
が
70
年
ぶ
り
の

　

再
会
に
密
着
し
た
動
画
（
九
州
高
校

　

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
・
テ
レ
ビ
部
門
優

　

勝
作
品
）
は
編
集
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
さ
れ

　

記
念
誌
と
セ
ッ
ト
に
な
り
ま
す
。

▽
大
口
明
光
学
園
中
学
・
高
校
か
ら
寄

　

せ
ら
れ
た
54
作
品
の
う
ち
４
点
が
最

　

終
審
査
に
残
り
、
両
市
長
に
よ
る
審

　

査
の
結
果
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
が
決

高校１年 
猪野未晴さん

定
し
ま
し
た
。

　

種
子
島
の
西
之
表
か
ら
伊
佐
ま
で
直

線
で
約
１
５
０
km
。
小
学
校
２
年
生
～

６
年
生
の
児
童
ら
約
２
８
０
０
人
が
伊

佐
（
大
口
・
菱
刈
）
に
疎
開
し
ま
し
た
。

　

記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
た
体
験
談
か
ら

当
時
の
生
活
や
家
族
へ
の
想
い
、
戦
争

の
悲
惨
さ
が
伝
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
同

時
に
つ
ら
い
時
代
を
と
も
に
過
ご
し
た

友
人
・
家
族
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
綴
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
４
版
１
０
０
頁
、
計
５
０
０
部
を

発
行
し
、
両
市
の
学
校
や
図
書
館
な
ど

に
配
付
し
ま
す
。

　

今
月
号
で
連
載
は
最
終
回
で
す
。
戦

後
70
年
、
語
り
継
ぐ
べ
き
歴
史
や
想
い

は
届
け
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

伊佐市花の桜と西之表

市花のテッポウユリを

組合せ、両市の結びつ

きの強さをリボンで表

現しました

※イラストレーター
 小門幸恵さん（Small 
　Gate Design）修整

学
童
疎
開
記
念
誌
「
つ
な
ぐ
」
～
語
り
継
ぎ
た
い
想
い
～

平
成
28
年
度　

警
察
官
Ａ　
　
　
　

採
用
試
験

（
大
学
卒
）

※
（　

）
内
の
年
齢
は
平
成
29
年
３
月

　

末
現
在
の
満
年
齢

受
付
期
間

　

３
月
28
日
（
月
）
～
４
月
13
日
（
水
）

※
郵
送
の
場
合
は
13
日
の
消
印
有
効

第
１
次
試
験　

５
月
８
日
（
日
）

試
験
内
容

　

教
養
試
験
、
論
文
試
験
、
身
体
一
般

検
査
、
実
技
試
験
（
武
道
の
み
）

試
験
会
場　

鹿
児
島
市

試
験
案
内
請
求
先

　

県
警
察
本
部
及
び
県
下
警
察
署

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
警
察
本
部
警
務
課
採
用
係

☎
０
９
９
・
２
０
６
・
２
２
２
０

　

http://w
w

w
.pref.kagoshim

a.jp/

　

police/

　

鹿
児
島
県
警
察
で
は
、
大
学
を
卒
業

ま
た
は
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
を
対
象

と
し
た
警
察
官
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

受
験
資
格

○
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

①
昭
和
60
年
４
月
２
日
（
31
歳
）
～
平

　

成
７
年
４
月
１
日
（
22
歳
）
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

　

学
（
４
年
生
以
上
の
も
の
）
を
卒
業

　

し
た
人
も
し
く
は
平
成
29
年
３
月
末

　

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
ま
た
は
こ

　

れ
ら
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

　

る
人

②
「
飛
び
級
・
飛
び
入
学
に
よ
る
大
学

　

卒
業
（
見
込
み
）
者
の
特
例
」

　

平
成
７
年
４
月
２
日
（
21
歳
）
～
平

　

成
11
年
４
月
１
日
（
18
歳
）
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
大

　

学
（
４
年
生
以
上
の
も
の
）
を
卒
業

　

し
た
人
ま
た
は
平
成
29
年
３
月
末
ま

　

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

○
警
察
官
Ａ
（
武
道
）

　

右
記
の
①
②
に
該
当
す
る
男
性
で
、

　

柔
道
ま
た
は
剣
道
の
段
位
が
３
段
以

　

上
で
あ
る
こ
と
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問
い
合
わ
せ
先　

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
�
１
３
１
１

　

最
近
「
あ
ん
人
は
、
あ
ん
ま

り
語
ら
ん
く
な
っ
た
ね
」「
元

気
が
な
か
ね
」
と
感
じ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

日
本
の
自
殺
者
数
は
、
平
成

25
・
26
年
で
３
万
人
を
下
回
り

減
少
は
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

鹿
児
島
県
全
体
の
中
高
年
自
殺

者
数
は
依
然
多
い
状
況
で
す
。

　

市
で
も
平
成
25
年
に
７
人
、

平
成
26
年
に
８
人
が
自
殺
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。（
警
察
統

計
か
ら
）

　

こ
こ
ろ
に
た
ま
っ
た
疲
れ
を

そ
の
ま
ま
に
す
る
と
、
心
身
に

さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
が
、
も
っ
と
も
不
幸
な
出

来
事
の
ひ
と
つ
が
自
殺
で
す
。

自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思

や
選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
っ
て
心
理

的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
で

す
。

　

自
殺
を
思
い
つ
め
た
人
は
、

悩
み
な
が
ら
も
何
ら
か
の
『
こ

こ
ろ
の
サ
イ
ン
』（
自
殺
の
サ

イ
ン
）
を
発
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
サ
イ
ン
に

対
し
、「
い
つ
も
と
様
子
が
違

う
」
と
い
う
周
囲
の
人
の
「
気

づ
き
」
が
と
て
も
大
事
で
す
。

⑴
気
づ
き

　

家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ

　

い
て
声
を
か
け
る

　
「
い
つ
も
と
様
子
が
違
う
の

で
心
配
だ
」
と
声
を
か
け
て
み

ま
し
ょ
う
。
声
を
か
け
る
こ
と

で
、「
あ
な
た
は
決
し
て
ひ
と

り
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
え
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

⑵
傾
聴

　

本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
耳

　

を
傾
け
る

　

話
を
じ
っ
く
り
聞
き
、
そ
の

気
持
ち
を
肯
定
的
に
受
け
止
め

自
殺
者
を
一
人
で
も
減
ら
す

た
め
に
今
あ
な
た
が
で
き
る

こ
と

る
と
、
そ
の
人
は
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
、
本
来
の
自
分
を
取
り

戻
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
「
傾
聴
」
は
、
悩

み
を
聞
く
う
え
で
常
に
心
が
け
た
い
こ
と
で
す
。

⑶
つ
な
ぎ　

早
め
に
専
門
家
な
ど
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

　

抱
え
込
ん
で
い
る
問
題
や
悩
み
を
解
決
す
る
方
法
を
知
ら
ず
に
、

死
を
選
ん
で
し
ま
う
こ
と
ほ
ど
残
念
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
専

門
家
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑷
見
守
り　

寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る

　

話
を
聞
い
た
→
専
門
家
を
紹
介
し
た
→
万
事
解
決
、
と
い
う
こ

と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
一
見
元
気
に
な
っ
た
よ
う
に
見
え
て
も
、

悩
み
は
繰
り
返
し
頭
を
占
め
る
も
の
で
す
。
本
人
が
完
全
に
乗
り

越
え
る
ま
で
、
長
期
間
見
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【相談窓口】

「鹿児島県自殺予防情報センター」
☎０９９・２２８・９５５８
相談日：月・木
時　間：９～ 12 時・13 ～ 16 時
※面接は電話予約が必要。

「鹿児島いのちの電話」
☎０９９・２５０・７０００
相談日：24 時間年中無休

「よりそいホットライン」
☎０１２０・２７９・３３８
相談日：24 時間年中無休
※17 頁をご覧ください。



ISA City Public Relations  2016.03.01　　14

南三陸だより
Vol. 47

　

　

昨
年
4
月
に
南
三
陸
町
に
来

て
か
ら
、
早
く
も
1
年
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
整
地
中

だ
っ
た
市
街
地
に
南
三
陸
病
院

が
建
ち
、
住
民
の
住
宅
再
建
も

始
ま
り
、
何
も
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
街
の
形
が
見
え
て
く
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

2
月
、
市
街
地
に
あ
た
る
志

津
川
地
区
の
災
害
公
営
住
宅

（
集
合
住
宅
）
の
完
成
に
伴
い
、

入
居
者
に
入
居
の
た
め
の
補
助

制
度
な
ど
を
説
明
す
る
「
く
ら

し
の
懇
談
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
私
も
参
加
し
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
お
話
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
期
待
や
不
安
を
現

地
職
員
と
派
遣
職
員
一
丸
と

な
っ
て
受
け
止
め
、
少
し
で
も

解
決
で
き
る
よ
う
真
剣
に
取
り

組
む
姿
を
み
て
、
住
民
と
職
員

「
復
興
へ
の
切
な
る
願
い
」
を

改
め
て
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

南
三
陸
町
で
復
興
支
援
に
携

わ
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
も
残

り
わ
ず
か
で
す
。
自
分
に
で
き

る
精
一
杯
を
南
三
陸
町
に
残
せ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
伊
佐
の

皆
さ
ん
も「
震
災
を
忘
れ
な
い
」

と
い
う
支
援
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
（
福
田
光
一
郎
）

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

先
月
の
「
南
三
陸
だ
よ
り
」

担
当
は
柏
木
聡
司
さ
ん
で
し
た
。

訂
正
し
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

　

レ シ ピ

〈作り方〉　
①いりこは折れるくらいにから煎りする。
②出しがらがかくれるほどの水を入れて中
　火で煮る。
③②をＡで味付けし、①を入れて汁気がな
　くなるまで煮る。ごまを加え好みで一味
　を入れる。

生
Vol.65

「最後まで無駄にしない」

　
南三陸病院

　
災害公営住宅（建設中）

〈材　料〉（４人分）
茶の出しがら　300 ～ 400g
いりこ（子魚）    30g
白ごま　　　大さじ３
一味唐辛子　適宜

砂糖　　適量
みりん　適量
醤油　　適量

Ａ
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　今日は、ブルドーザー
のブルくんにとって大事
な日。元気いっぱいに工
事現場を駆け抜けます。
でもみんな、忙しそうに
仕事をしていて、ブルく
んはつまらなくなってし
まいました。仕事が終わ
り、帰ろうとすると…。

　秋のある日、大住
生を遂げた男の通夜
に親類たちが集まっ
た。一人ひとりが死
に思いをはせ、互い
を思い、家族の記憶
が広がって…。永遠
の時間が立ち上がる
奇跡の一夜を描く。

ブルくんのだいじなひ　キャンデス・フレミング

（出版：講談社） （出版：文藝春秋）

死んでいない者　滝口悠生

【　児　童　】
アカンやん、ヤカンまん 村上しいこ
おしいれ列車 最上一平
ひみつのとっくん 佐川芳枝

【　一　般　】
ガラパゴス　上下 相場英雄
その姿の消し方	 堀江敏幸
倒れるときは前のめり 有川浩
溺れる月 新野剛志

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　３月 26 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ

○

【３月の図書館カレンダー】

○


